
　　　　

2025 年 2 月 25 日

9 時 30 分から 15 時 0 分まで なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念
一人ひとりのお子さんの発達と発達段階を考慮しながら、情緒の安定を図りつつ、適切な支援を行い、全体発達を促します。
保護者、家庭が育児を楽しみ、地域で安心して生活できるよう支援します。

事業所名 児童発達支援事業所　ハーモニー 作成日支援プログラム（参考様式）

朝の会では、視覚支援を用いたスケジュールで、一日の流れや一つ一つの内容を知らせます。子どもが安心して見通してをもって生活や行動ができるように、着席・見る・少し苦手
な事にも取り組む等の課題に向き合う姿勢や力を育てます。また、名前・日付・人数等確認し、数・文字等の概念の形成を図り、認知や行動に活用できるよう支援を行います。
ふれあい遊びなどいろいろな遊びを経験し、人に興味を持ち、安心して人と関わることができるよう支援を行います。
様々な経験を通じて、状況が変化した際にも対応ができるように支援を行います。

言葉だけではなく、表情や身振り等を用いて、意思のやり取りが行えるようにするなど、コミュニケーションに必要な基礎的な能力を身に付けることができるように支援します。
具体的な物事や体験と、言葉の意味を結びつけることなどにより、自発的な発生を促し、言語を身に付けることができるよう支援します。
個々に配慮された場面における人との相互作用を通して、相手と同じものに注意を向け、その行動や意図を理解したり創造したりするといった、共同注視の獲得等を含めたコミュニ
ケーション能力の向上のための支援を行います（PECSの活用など）。

子どもが基本的な信頼感を持つ事ができるように、環境に対する安心感、自分に対する肯定感、人に対する信頼感をはぐくむ支援を行います。
自身の感情が崩れたり、不安になった際に大人が寄り添うことで、安心感を得たり自分の感情に折り合いをつけたりできるように支援していく中で、親子や担任との信頼関係を作り
ます。いろいろな場所に慣れ、楽しむことができるようにしていく中で、生活経験の幅を広め、日常生活に必要な決まりが身に付くように支援します。発達に合わせ、小集団の生活
の中で、友だちを意識したり、人との関わりを楽しむことができよう支援します。

支援方針
規則正しい生活リズムを整え、一人ひとりに合わせた支援をしていくと共に、自分でやろうとする気持ちを育てます。家族以外の大人と一緒に生活や遊びをすることで、甘えたり
頼ったりする関係作り、クラス活動を行う中で順番を守る・喜び合う・友だちと一緒にいることを楽しみます。また、家族と一緒に参加する活動で、親子の絆を強くしていきます。
個別懇談会などで、子どもの姿を理解共有し、子育てに安心や自信をもっていけるよう支援していきます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等
入園式・誕生会（毎月）・親子遠足（年2回）・クリスマス会・お楽しみ会（年2回）・個人懇談・避難消火訓練(毎月）・講演会・水遊び・豆まき・卒園式・音楽療法(年9回）・年長
児との交流保育(1～3月年6回）・内科健診（年2回）・歯科健診(年2回）・身体測定（毎月）・引渡し訓練(年1回）・療育参観

（別添資料１）

家族支援

・子育てに関する困りごとに対する相談援助
・子どもの成長の共感・確認
・家族に対する支援場面を通じた学びの機会の提供
・お楽しみ会・療育参観・個人面談・講演会・保護者勉強会・父親勉強会

移行支援
保育園との交流を通して、同年代の子どもとの仲間つくり
・交流保育
・保育園移行時の町立保育園への体験・サポートブック作成支援

地域支援・地域連携
・子どもに関わる地域の関係機関との連携（保健・医療・福祉・教育など）
・相談支援事業所との生活支援や発達支援における連携

職員の質の向上

・発達や障害に関する外部研修への職員派遣
・職場内研修の実施（委託の専門講師の勉強会・職員研修復命・
ケース検討会・人権・身体拘束・虐待・安全管理等）
・こども健康課・福祉課との連携をとっている

支　援　内　容

障害や発達の過程・特性に配慮し、きめ細かな観察を行います。睡眠・食事・排泄等の基本的な生活習慣を繰り返し行うことで、生活リズムを身につけられるよう支援します。
食事は、町立の給食センターで調理した給食を提供し、楽しく食事ができるよう、偏食・感覚・口腔内機能に配慮しながら、咀嚼・姿勢保持・手指の運動機能等の状況に応じた支援
を行います。子どもが食事・排泄・睡眠・着脱等の基本的な生活習慣を習得できるよう、環境の工夫を行いながら、適切な時期に適切な支援を行います。生活の中で、様々な遊びを
通した学びが促進されるよう、環境を整え、生涯の特性に配慮し、本人にわかりやすく時間や空間を構造化します。

オーシャンスイング、トランポリンなど様々な運動遊びを通して、身体の動かし方を学んだり、身体を動かすことの楽しさを感じたりしながら、姿勢や運動、動作の向上につなげて
いきます。紙・粘土・スライム・水・砂・絵具・楽器遊びなど様々な遊びを通して、感覚機能や視覚、聴覚機能など身体機能の発達を促します。
支援活動・・リズム遊び・わらべうた・散歩・水遊び・ふれあい遊び・感触遊び・サーキット遊び・制作活動・自立課題など

本
人
支
援


